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ABSTRACT 
本稿では、病弱・身体虚弱児に対応した教育課程の編成と指導の工夫に関する現状と課題

について、文献のレビューを行った。病弱・身体虚弱に対応した教育課程の編成については、

児童生徒の障害の程度や発達段階、各教科等の学習の特質を考慮して、各学校で創意工夫を

生かした時間割や教育課程を組むことが必要であることが示唆された。また病弱・身体虚弱

児の指導の工夫や配慮として、指導方法や授業形態、授業時間、集団構成の工夫や、身体活

動の制限と経験の不足や偏りへの、共感的・受容的態度での支援といった、教育活動を行う

上での今後の病弱教育において留意すべき点が挙げられた。 
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Ⅰ．はじめに

「病弱」とは、何らかの病気にかかっているため体力が弱っている状態を表し、「身体虚弱」

とは特に何かの病気にかかっているわけではないが、体が弱く、長期にわたり健康な子ども

と同じように活動させると、健康を損なうおそれがある状態のことをいう。病弱児と身体虚

弱児を教育の対象としているのが病弱・身体虚弱教育（以下、病弱教育）という。近年、病

弱教育の対象となる児童生徒の病気の種類の多様化、入院期間の短期化、入退院の頻回化な

ど、その状況が大きく変化してきた（長野，2008）。1962 年に制定された就学基準が実態に

合わなくなったため、学校教育法施行令などの見直しが行われ、2002 年に現行の規定に改正

された。また、2007 年 4 月に学校教育法等の一部を改正する法律が施行され、名称が特別支

援学校や特別支援学級に改められた。病弱教育の対象となる児童生徒の就学基準を表 1 に示

す。

表 1 病弱教育の対象となる児童生徒の就学基準 

①特別支援学校（病弱・身体虚弱）

１ 慢性の呼吸器疾患、腎臓疾患及び神経疾患、悪性新生物その他の疾患の状態が継続し

て医療又は生活規制を必要とする程度のもの

２ 身体虚弱の状態が継続して生活規制を必要とする程度のもの

②病弱・身体虚弱特別支援学級

１ 慢性の呼吸器疾患その他疾患の状態が継続的又は間欠的に医療又は生活の管理を必要

とする程度のもの

２ 身体虚弱の状態が持続的に生活の管理を必要とする程度のもの

③通級による指導（病弱・身体虚弱）

病弱又は身体虚弱の程度が、通常の学級での学習におおむね参加でき、一部特別な指

導を必要とする程度のもの

病弱教育の場としては、特別支援学校（病弱・身体虚弱）、病弱・身体虚弱特別支援学級、

通級指導教室（病弱・身体虚弱）がある。特別支援学校（病弱・身体虚弱）については、約

95％が病院などの医療機関に隣接されているため、在籍者は当該病院に入院している児童生

徒が大半であったが、近年は自宅学生も受け入れる学校が増加している（長野，2008）。医

療機関との連携を密接に図りながら、幼稚園、小・中学校、高等学校に準ずる教育を行うと

ともに、病弱・身体虚弱に基づく学習上、または生活上の種々の困難を改善・克服できるよ

うにすることを目指している。病状などにより、学校に通学して学習することが困難な状態

の児童生徒については、病院内に設置した学級である分教室で指導を行ったり、病室や自宅

を教員が訪問して指導を行ったりしている。

入院中の児童生徒のために近隣の小・中学校を本校（在籍校）として、病院内に設置され

た小・中学校の特別支援学級を院内学級という。文初特第 294 号「病気療養児の教育につい

て（通知）」で、病気療養児の教育機関等の設置が示され、全国の国公立、私立大学付属病院

内で教育が受けられるようになっている。入院の必要はなく、自宅等から通学可能な病弱・

身体虚弱児の児童生徒には、小・中学校の中に特別支援学級が設置されている。通級指導教
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室（病弱・身体虚弱）は、通常の学級に在籍し、ほとんどの授業を通常の学級で受ける児童

生徒が、通級して健康状態の回復・改善や体力の向上を図るための特別な指導を受けている。

本稿では、病弱教育における病弱・身体虚弱児に対応した教育課程の編成と指導の工夫に

関する現状と課題について明らかにすることを目的とし、文献のレビューを行った。

Ⅱ．病弱・身体虚弱に対応した教育課程編成

学校の教育課程とは、教育課程に関する法令に従い、学校教育の目的や目標を達成するた

めに、教育内容を幼児児童生徒の心身の発達に応じ、授業時数との関連において教育内容を

総合的に組織した学校の教育計画である。基本的には、小学校、中学校、高等学校又は幼稚

園に準じた教育課程が編成されますが、個々の幼児児童生徒の実態により、以下のような複

数の教育課程が編成される。教育課程の編成には、ア 小学校・中学校の各教科の各学年の

目標・内容等に準じて編成・実施する教育課程、イ 小学校・中学校の各教科の各学年の目

標及び内容を当該学年（学部）よりも下学年（下学部）のものに替えて編成・実施する教育

課程、ウ 小学校・中学校の各教科又は各教科の目標及び内容に関する事項の一部を特別支

援学校（知的障害）の各教科又は各教科の目標及び内容の一部によって、替えて編成・実施

する教育課程、エ 各教科、道徳若しくは特別活動の目標及び内容に関する事項の一部又は

各教科若しくは総合的な学習の時間に替えて、自立活動を主として編成・実施する教育課程、

オ 家庭、施設又は病院等を訪問して教育する場合の教育課程がある。この場合、オの訪問

教育は教育形態の一つであり、教育課程としては、上記ア～エを含んでいる。各学校は、児

童、生徒の実態に則した教育目標を設定し、上記の教育課程をもとに、柔軟性を保ちながら

創意工夫を凝らし日々の教育活動を進めている（堀田・多鹿・堀田ら，2014）。こうした児

童、生徒の社会参加と自立を目指す特別支援学校での教育課程において教科学習の位置づけ

は流動的である。社会の中で生きる力を育成することが、生活単元、日常生活、遊び、作業

学習といった「領域・教科を合わせた指導」の授業内容にのみ焦点化されており、教科学習

が隅に追いやられていることを危惧する主張も一部みられる（渡辺，2009）。 

対象となる子どもたちの主な疾病等の種類は，時代と共に大きく変化し続け，現在，かな

り多様化している（病気療養児の教育に関する調査研究協力者会議,1994；全国病弱養護学校

長会,2000；全国病弱養護学校長会,2001；中井,2001；文部科学省,2002；山本,2002）病弱・

身体虚弱教育対象の幼児児童生徒は、病気や障害の状態が多様であり、高等部を卒業する段

階でそのまま病院に継続入院する者や福祉施設に入所する者、就職、大学等に進学する者ま

で様々である。病気や障害の状態が多様化し、重度・重複化する中で、上記ア～エの教育課

程の類型を用意することによって様々な幼児児童生徒の多様なニーズに対応できると考えら

ており、いずれの類型にも合致しない幼児児童生徒や教育課程の類型の狭間にいる幼児児童

生徒に対しては、個別の指導計画により、より個に応じた教育内容、方法が準備されること

が必要となる。

また、個別の指導計画による指導が行いやすいよう、授業時数なども学習の状況、病状等、

個に応じて配当できるようにするなど、教育課程の運用を柔軟にしていく必要があり、これ

ら実現には、学習指導要領、教育課程の編成、年間指導計画、個別の指導計画の作成のつな

がりを明確にし、全教職員が共通理解を図ることが重要となる（国立特別支援教育総合研究

所，2011）。 
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授業時数等の取扱いについて、特別支援学校小学部・中学部学習指導要領では、「小学部又

は中学部の各教科等のそれぞれの授業の１単位時間は、各学校において、児童又は生徒の障

害の状態や発達段階及び各教科等や学習活動の特質を考慮して適切に定めるものとする。」、

特別支援学校高等部学習指導要領では、「各教科・科目等のそれぞれの授業の１単位時間は、

各学校において、各教科・科目等の授業時数を確保しつつ、生徒の実態及び各教科・科目等

の特質を考慮して適切に定めるものとする。」と明記されている。また、時間割についても、

「各学校においては、地域や学校、児童又は生徒の実態、各教科等や学習活動の特質等に応

じて、創意工夫を生かし時間割を弾力的に編成することができる。」とされる。これらの規定

は、児童生徒の障害の程度や発達段階、各教科等の学習の特質を考慮して、各学校で創意工

夫を生かした時間割や教育課程を組むことを可能とするものである。

Ⅲ．病弱・身体虚弱児の特性と指導の工夫、配慮事項

文部科学省（2015）は、各教科の目標や内容、指導計画の取扱いは小・中学校及び高等学

校に準じ、指導計画の作成と各学年にわたる内容の取扱いにあたっては、児童生徒の障害の

状態や特性を十分考慮するとともに、病弱者である児童に対する教育を行う特別支援学校に

おいて次の事項（表 2）に特に配慮するようにとしている。 

表 2 病弱児である児童に対する教育を行う特別支援学校における各教科の配慮事項 

① 児童の授業時数の制約や病気の状態等に応じて、指導内容を適切に精選し、基礎的・基

本的な事項に重点を置くとともに、各教科等相互の関連を図ったり、指導内容の連続性

に配慮した工夫を行ったりして、効果的な学習活動が展開できるようにすること。

② 健康状態の改善等に関する内容の指導に当たっては、特に自立活動における指導との密

接な関連を保ち、学習効果を一層高めるようにすること。

③ 体験的な活動を伴う内容の指導に当たっては、児童の病気の状態や学習環境に応じて指

導方法を工夫し、効果的な学習活動が展開できるようにすること。

④ 児童の身体活動の制限の状態等に応じて、教材・教具や補助用具などを工夫するととも

に、コンピューター等の情報機器などを有効に活用し、指導の効果を高めるようにする

こと。

⑤ 児童の病気の状態等を考慮し、学習活動が負担過重とならないようにすること。

病弱教育対象の児童生徒は、病気療養上の理由により、授業時間数の制約を受けたり、病

状により身体活動や学習上の制約を受けている。また、症状により学習場所が限定されたり、

教材教具が制限（生き物等の保菌教材の禁止や食事制限による調理実習の制約）されている

場合もある。こうした制約の中で、小嵐（2005）はより充実した学習ができるよう、教材・

教具や補助用具の開発や活用、IT 機器などの情報機器の活用など、指導方法の工夫の必要性

について述べている。また小嵐（2005）は児童生徒の学習の進度（習熟度）や病気の状態、

学級構成員を考慮した授業形態や集団の構成を工夫し、学習活動が効果的に行われることが

必要としている。そのために、児童生徒一人ひとりの学習の空白や進度（習熟度）に応じた

個別指導を重視し、必要に応じて複数の学年・学級の合併や病気の種類別のグループ編成に

よる指導を行うことがある。
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また、身体活動の制限があると、遊びや生活体験が不足したり偏ったりすることから、学

習レディネス（あることを学習するとき、これを習得するために必要な条件が用意され、準

備されている状態）が阻害されることや、概念形成が十分にできていない、物の使い方等の

基本的事項が備わりづらい、といった場合があり、学習内容に興味関心が持てなかったり、

学習意欲が低下したりすることが指摘されている（長野，2008）。心臓や腎臓、呼吸器疾患

などの運動制限がある児童生徒への身体活動においては、学校生活管理指導表（日本学校保

健会，2002）を参考として、身体への負担が軽い内容から順次配列するよう指導計画を作成

することができる。 

病気の進行に伴って、身体的に出来なくなることが増えたり、病気の予後が良くない場合

には、精神的ショックや劣等感、悩みや情緒不安定を抱えやすくなり、心理的な配慮が必要

となる。長野（2008）はこのような児童生徒には、共感的・受容的態度で励ましながら、学

習への意欲を失うことがないように支援することが必要であるとしている。また、生きがい

につながる課題を見出し、QOL の観点からも有意義な生活を送ることができるような支援の

必要性についても述べている。 

本稿では、病弱・身体虚弱児に対応した教育課程の編成と指導の工夫に関する現状と課題

について、文献のレビューを行った。病弱・身体虚弱に対応した教育課程の編成については、

児童生徒の障害の程度や発達段階、各教科等の学習の特質を考慮して、各学校で創意工夫を

生かした時間割や教育課程を組むことが必要であることが示唆された。また病弱・身体虚弱

児の指導の工夫や配慮として、指導方法や授業形態、授業時間、集団構成の工夫や、身体活

動の制限と経験の不足や偏りへの、共感的・受容的態度での支援といった、教育活動を行う

上での今後の病弱教育において留意すべき点が挙げられた。 
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